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検討経過 
平成 26 年 カコ 月 ガク 日 趣旨説明岝研究会峘進峫⽅ 

9 月 29 日 流域峘変遷嵣取組概要岝平成 2グ 年台風 ガコ 号洪水峘概要 

ガカ 月 2ゲ 日 構成府県市峘取組ق治水嵣防災を中心峕ك 

平成 2ゲ 年 カガ 月 ガ9 日 主峒峁峐岝治水嵣防災峕関峃峵課題 

ク 月 2カ 日 主峒峁峐岝利水嵣水質峕関峃峵課題 

ゲ 年 2ゲ 日 主峒峁峐岝⾃然環境嵣流域⽂化峕関峃峵課題 

コ 月 3ガ 日 相互関係岝生態系サ嵤崻ス峘評価ق崚ス崰ス崼嵤崓嵤 兵庫県⽴大学 三橋弘宗 講師ك 
ガカ 月 カガ 日 全体課題岝流域崔バナンスق崚ス崰ス崼嵤崓嵤  同志社大学 新川達郎 教授ك 

平成 2コ 年 カガ 月 29 日 総合的峔視点峑峘課題解決 － 統合的流域管理峘可能性 

 拡大研究会 － 流域のこࠇからࠍみࠎなで考えࠪࠆンポࠫウム 
 

 

琵琶湖嵣淀川流域峘抱え峵課題岴峲峝解決峘⽅向性ق峉峉岷台    嵤 第９回研究会 資料岵峳 ك

課題 琵琶湖嵣淀川流域峕岴い峐取峴組峪べ岷課題 
 

河川整備峘着実峔実施峒総合治水嵣流域治水峘推進 
水系一貫峘計画的峔河川整備  地域特性峕応峂峉流域対応 ムtc. 

流域生態系サ嵤崻ス峘総体的峔維持嵣向上 
流域⾃給圏  農林水産業峘活性化  崘嵒嵤ン崌ン崽嵑  ⾃然再生 ムtc. 

利水シス崮嵈峘多重化 
代替水源峘確保  ネ崫崰ワ嵤崗峘多重化  ⾬水嵣井⼾水利⽤ ムtc. 

総合⼟砂管理峘推進 
⼟砂法峘区域指定  流⽊を考慮峁峉河道計画  ⼟砂峘的平衡 ムtc. 

地下水峘保全 
地表水峒峘一体的保全  法的枠組峩峘構築 ムtc. 

水峘危機管理峘強化 
新技術嵣情報峘活⽤  連携強化  施設運⽤峘改善  流域圏外峒峘水融通 ムtc. 

水崌ン崽嵑峘⽼朽化対策 
崛ス崰縮減  選択峒集中  上下水一体管理嵣広域化嵣⺠営化 ムtc. 

流域⽂化峘個性峒繋岶峴峘再生 
地域峘個性峒役割峘再認識  地域資源を活岵峁峉経済活峘⾃⽴ ムtc. 

 ك裏⾯峕峎峏くق
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⽅向性 地域峘個性を活岵峃流域崔バナンス峘実現峕向け峐 － 統合的流域管理峘実現峘可能性 
 

統合的峔流域管理峘必要性 
… 課題解決峕峙岝⾏政界を越え峉流域単位峘視点岝⾏政分野を横断峁峉複眼的峔視点岶必要 
… 流域峕暮峳峃人々峘共通認識嵣相互理解岝主体的参画岶統合的峔流域管理峘原⼒ 

 

流域管理峘目標 
… 流域圏を峜峒峎峘単位峒峁峐岝生態系サ嵤崻ス峘総体的峔維持嵣向上を図峴峔岶峳岝水峕起因峃峵岿峨峀峨峔嵒ス崗を軽減峃峵峒

峒峬峕岝持続可能峔水利⽤を実現峃峵こ峒峕峲峍峐岝将来峕わ峉峍峐圏内住⺠峜峒峴峜峒峴岶享受峃峵福利を最大化 
 

望峨峁い流域管理峘あ峴⽅ － 重層的崔バナンス 
… 流域住⺠岝ۄۅۃ岝事業者岝市町村嵣府県嵣国峘各部局峒い峍峉流域各主体峘連携嵣協調を基本 
… 岿峨峀峨峔課題峕対峁峐臨機応変峕関係各主体岶集峨峴議論峁岝試⾏錯誤を経峐意思決定峑岷峵重層的崔バナンス 

 

流域管理峘プ嵕セス 関⻄広域連合峘果峉峁得峵役割？？ －岣連携嵣調整岤岣活促進岤 
 

 
 

⋇流域峘崊セス嵉ン崰 － 峊島峑峬使え峵共通峘峬峘岿峁 
…公開崯嵤タ峒シ嵇ュ嵔嵤ション技術を活⽤峁岝流域峘

岿峨峀峨峔状態ق各種嵒ス崗や生態系サ嵤崻スك峕
峎い峐岝流域全体を地先嵔ベ嵓峑定量評価岞 

…⾃治会嵣学区嵣市町村嵣府県嵣流域圏峔峓任意峘
範囲峑集計峑岷岝岿峨峀峔峨⽴場岵峳⽐較衡量岝
取組効果峘確認峬可能岞 

…流域各主体岝特峕流域峑暮峳峃人々峘共通認
識嵣相互理解峘醸成峘峉峫峘峜峒峎峘崬嵤嵓岞 

…課題峘因果関係や便益峘帰着構造峘分析峕峬岞  

⋈ベス崰嵣プ嵑崗崮崋ス － 課題解決峘崺ン崰 
…国内外岵峳参考峒峔峵広域的嵣分野横断的

峔先進事例を収集岞 
…成功要因峒適⽤可能性を分析岝流域各主体

岶使いや峃い状態峕峁峐共有岞 
⋉流域学習 － 流域崔バナンス峘૿い⼿育峐 
…岿峨峀峨峔世代岝主体峕属峃峵人々岶岝幅広

い視点岵峳流域を学ぶ崬嵤嵓岝機会を提供岞 
…流域峑暮峳峃人々岝事業者岝研究機関岝⾏

政各部局岶双⽅向峑学峝あうこ峒岶重要岞 
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